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新規計画または再申請を選択してください。 
（再申請の場合は前回承認番号を記入）

動物実験実施者は 
別紙２に記載してください。

一時的保管が必要な場合、理由を記載してください。

動物実験計画書、変わりました 
作成前に必ずご確認ください
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本計画書中で作出する動物も含め、予定する使用動物数を種・系統別に記入してください。 
本計画を実施するにあたり導入する動物については別紙１にも記載してください。 
系統維持計画書等、複数の系統を使用する場合は別途記載例等に従ってください。

動物実験の方法について、以下の点に注意して記載してください。 
・生体に与える処置をもれなく記載 
　（「何に」「何を」「いつ」「どのように」「どうする」） 
・時系列がわかるように記述 
・苦痛のカテゴリーDに該当する場合は、人道的エンドポイントを明記 
・実験場所の移動がある場合は、そのタイミング 
・細胞接種実験については、細胞の由来となる動物種を明記

遺伝子組換え動物使用実験については、組換えDNA実験計画書にて 
動物作成実験・動物接種実験の該当を確認の上、当てはまるものにチェッ
クを入れ、承認番号・課題名等の必要情報を必要箇所に記入してください。

2については、別紙１の最上段にて選択した動物種の、 
代表的な麻酔についてプルダウンリストより選択可能です。 
リストにない場合は入力してください。

1および3については、プルダウンリストより選択可能です。 
リストにない場合は入力してください。

下記の項目について、必要に応じて記入してください。 
　遺伝子組換え動物使用実験： 
　　　該当の組換えDNA実験計画書の詳細（承認番号および課題名） 
　麻薬使用実験： 
　　　麻薬研究者の詳細（免許証番号・氏名） 
　採取したヒト由来の組織等を使用する実験： 
　　　臨床研究の申請状況詳細（該当する場合）
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承認済の系統維持計画書に限り、系統の追加が変更申請で可能です。 
様式２号「動物実験計画変更・追加申請書」に変更内容を記載の上、 
様式１号別紙１と併せてご提出ください。

ひな形のある、系統維持の動物実験計画書については、 
今回の様式改正により、複数の系統をひとつの計画書にまとめることが可能になりました。

遺伝子組換え動物を使用する場合、 
根拠となる組換えDNA実験計画書の 
承認番号（申請中の場合は受付番号）を 
記入してください。

別途申請の繁殖計画等により作出した個体を使用する場合、 
繁殖の動物実験計画書の承認番号（申請中の場合は受付番号）を 
記入してください。
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承認済の動物実験計画書の実施者を変更・追加する場合は、 
様式２号「動物実験計画変更・追加申請書」に変更内容を記載の上、 
様式１号別紙２と併せてご提出ください。


